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小松崎 翔太さん

　本日は、私たちのためにこの

ような盛大な式典を開催してい

ただき、誠にありがとうざいま

す。また、お祝いと激励の言葉

をいただきました美浦村長様を

はじめとするご来賓の方々、ご

出席いただいた皆様に心より感

謝申し上げます。

　私たちは「新成人」として新

たな人生のスタートラインに立

ちました。これから社会の一員として自立する喜びを感

じるとともに、責任と重圧で押し潰されてしまうのでは

ないかと不安でいっぱいです。また、ここに立っている

一人一人にも将来に対するそれぞれの思いがあるかと思

います。

　私たちは、たくさんの「支え」のおかげでここまで成

長することができました。今日を迎えるまでに何度も助

けてもらい、それが自分の励みとなりました。時には厳

しく、時には優しく熱心にご指導くださった先生方。ど

んなに些細なことでも、先生方は親身になって相談にの

ってくださいました。先生方から教わったことは今でも

自分の糧となっています。また、今日ともに成人式を迎

えることができた友達。心が折れそうな時も皆さんのお

かげで頑張ることができました。皆さんと出会えたこと

は、一生の宝です。そして何よりも、一番近くで自分た

ちの成長を見届けてくれた家族。今まで数えきれないほ

どの迷惑をかけてきました。立派な大人になって家族を

支えることが一番の恩返しだと思っています。

　生まれ育った緑豊かなこの美浦村で、仲間とともに成

人式を迎えられたことを誇りに思います。私たちはまだ

まだ未熟者です。一人前の大人になって社会に貢献でき

るように自分の夢や目標に向かって日々精進していく所

存です。そして先生方や友達、両親や家族への感謝と新

成人としての決意を忘れず、これからも強くたくましく

生きていくことをここに誓い、成人者代表の挨拶とさせ

ていただきます。
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　本日は、私たちのためにこのような盛大な成人式を開催

していただき、誠にありがとうございます。こうして成人

を迎えられたのも育ててくれた家族と見守ってくださった

学校や地域の皆さまのおかげです。

　新成人の皆さんは、今どのような思いで、このハレの場

に立っていますか。いよいよ成人になるのだという気概や

懐かしい友人との再会にワクワクする気持ち、様々な思い

が胸にあると思います。そんな皆さんの表情やお世話にな

った先生方の顔を見ると、この壇上に立つ緊張もほぐれ、

まるで中学生のころに戻ったような気分になります。皆さ

んはあの頃から今日にいたるまでどのくらい成長できまし

たか。大人の仲間入りをした実感はありますか。正直なと

ころ私にはまだ実感がありません。自分で何かを成し遂げ

たことよりも人から教わることのほうが多く、今年から大

学三年生になりますが、専門分野の入り口にやっと入った

ばかりで、大人になるのはまだまだ先のことのように感

じます。それでも昨年は、少しでも成長するため

にサークルの会長を務め、人を信用し仕事を

任せることや、みんなをまとめ企画を遂行

することの難しさが分かり、自分のいた

らないところを見つけることができま

した。皆さんも職場や学校で指導を受

けること、自分の力不足を痛感するこ

ともあるでしょう。未熟なところと向

き合ってベストを尽くすことで、少し

　本日はこのような盛大な式典を開催していただき誠に

ありがとうございます。また、お忙しいなかご臨席

いただきました来賓の方々にも重ねて御礼を申

し上げます。本日、私たちは無事に成人を

迎えることができ、地元を離れている私

としては、久しぶりに再会した同級生た

ちの成長した姿を見て、大変嬉しく、

また懐かしさを感じております。　　

　 さて、私はこの日を迎えるにあたり、

この２０年間を振り返ってみました。す

ると私の人生は、多くの人に出会い、

支えられていました。その出会いの中で

多くのことを学び、感じ、経験してきま

した。このような経験は私自身を大きく成

長させてくれました。成人を迎えた今、「一人前

の大人」になれたと言える自信はありません。それ

でも今日、胸を張ってこの場に立っていられるのは、こ

のような経験を与えてくれた人たちに、そして苦楽を共

にし今日成人を一緒に迎えたこの仲間たちに出会えたか

らです。「人と人の出会いに感謝する」成人を迎えた今だ

からこそ、このことを大切にしていきたいと強く思いま

した。私たちの人生はまだ始まったばかりです。これか

らも多くの人に出会うでしょう。これからは自由と責任

に満ちた大人たちの社会を生き

ていく私たちですが、どんな時

もこれまでの出会いに感謝し、

これからの出会いを大切にして

いきたいと思います。

　最後になりますが、これまで

支えてくれた両親をはじめとす

る方々に感謝を申し上げて、新

成人代表の意見発表とさせてい

ただきます。

　本日はこのような盛大な式を開いていただき、

本当にありがとうございます。

　私は、この日を迎えるにあたって２０年間を振り返って

みました。私は、ここまで育ててくれた両親をはじめ、

私と関わってくださった方々に感謝いたします。学生で

ある今、成人の自覚を初めて持つのは社会に出てからな

のだと思います。今は、今できることを精一杯行いたい

と思います。人によって様々だと思いますが、私として

は、一生付き合っていけるような人との繋がりを持つこ

とや、自分の価値観や感性を磨

くこと、ぶれない自分を持つこ

となど、社会でやっていける力

を身に付けることが今できるこ

とだと考えています。

　まだまだ未熟ですが、今でき

ることを精一杯行い、社会人と

しての準備をして責任を持って

これからの生活を見直していき

たいと思います。

実行委員さんお疲れさまでした

知久 涼兵さん

鈴木 彩緒里さん

青野 太一さん

ずつでも立派な大人に近付いてい

けるのだと思います。

　現在、私は大学で植物の基礎か

ら最新の研究まで幅広い内容の講

義を受けています。テストや課題

に追われることもありますが、興

味のある分野について色々なこと

を学べて楽しいです。皆さんもそ

れぞれに選んだ道で、やりたい事

や叶えたい夢に向かって日々頑張

っていると思います。日々の仕事や夢への課題、一つ一つ

を乗り越えて少しずつ進んでいきましょう。

夏ごろから成人式に向けて準備をしてくれました。

・司会進行　秋元 隆峰さん・星野 江梨さん

・ビデオ作成　吉原 知宏さん

・開式の辞・閉式の辞　若林 優花さん

・ピアノ伴奏　佐藤 光里さん

新成人の

主張

新成人代表の３名が意見

発表を行いました。


